
 

 

載されていない企業の情報

を「独自情報項目」として掲

載できるようになりました。

具体的には、「テレワーク制

度」、「副業・兼業」、「正

社員転換制度」、「中途採用・

経験者採用の定着率」、「定

年制」、「取得可能資格」、

「オンボーディング制度・フ

ォロー体制」といった情報と

なります。 

 

◆「しょくばらぼ」の利用方

法 

「しょくばらぼ」には、上

記の３サイトに登録した公

開情報等を転載して掲載し

ていますが、本サイトの利用

者申請を行うことで３サイ

トに掲載を行っていない企

業の情報を掲載することが

できます。 

「しょくばらぼ」は、様々

な観点から企業の職場情報

を横断的に検索・比較できる

ウェブサイトです。そのた

め、企業にとっては職場情報

を提供、掲載することで学生

や求職者へのＰＲにつなが

るとともに、入社前後の企業

等への印象のギャップによ

る早期離職を防ぐ一助とな

ることが期待できます。貴社

でも活用を検討してみては

いかがでしょうか。 

情報提供に当たっては、

「求職者等への職場情報提

供 に 当 た っ て の 手 引 」

（ https://www.mhlw.go.jp/

content/001237234.pdf）を

策定していますので、参考に

してください。 

 

花粉症対策として企業が

できることを考える 

 

◆今年も花粉症シーズンが

到来 

３月に入ってスギ花粉の

飛散がピークを迎えるなど、

花粉症シーズン真っただ中

です。スギ花粉は２月～４月

頃に飛散し、2025年の飛散量

は 2024 年より増える見込み

となっています。社内でも、

くしゃみや鼻水、目のかゆみ

といった花粉症の症状に悩

まされている社員は多いの

ではないでしょうか。 

 

◆国による取組み 

 環境省・厚生労働省が作成

しているパンフレットでは、

花粉を避けるために、顔にフ

ィットするマスク、メガネの

装着、花粉飛散の多い時間帯

（昼前後と夕方）の外出を避

けること、外出を避けるため

のテレワークの活用検討を

呼びかけています。 

政府は、労働生産性の低下

にも影響する花粉症予防の

ための対策として、花粉曝露

を軽減する柔軟な働き方等、

企業等による従業員の花粉曝

露対策を推進する仕組みの整

備に取り組んでおり、国民病

ともいわれる花粉症への対策

は企業としても関心を持ちた

いテーマとなっています。 

 

◆企業ができること 

経済産業省「健康投資ワー

キンググループ」の資料で示

された令和５年度の健康経営

度調査回答結果によれば、職

場における花粉症対策への支

援として、「空気清浄機の設

置」、「対症療法（服薬など）

に対する補助・支援（通院や

薬の購入への補助等）」、「花粉

症に関するセミナー等教育の

実施（薬の飲み方、副作用へ

の理解等）」、「花粉症に合わせ

た柔軟な働き方（花粉飛散量

が多い日の在宅勤務を推奨す

る等）」が挙がっています。 

 大規模法人で実施されてい

る例が多いですが、自社にお

いて実施可能な対策を検討し

ていくことで社員満足度の向

上にもつながることが期待さ

れます。 

【環境省・厚生労働省パンフ

レット「花粉症対策 スギ花

粉症について日常生活ででき

ること」】 

 

 

 

 

 

客観的に分析しているでし

ょうか？ 

・時間管理スキルの不足……

個人のスキル不足だけでは

なく、マネジメントによる適

切な指導や支援の欠如が原

因の場合も…。 

・業務の抱え込み……適切な

業務配分を行わないマネジメ

ントの問題でもあります。 

この状況を改善するには、マ

ネジメント側の意識改革と効

率的な業務プロセスの構築が

不可欠です。適切な業務の管理

が行われないと、残業時間の増

大や優秀な人材の流出につな

がります。 

 

◆効率化とスキルアップによ

る生産性向上 

わが国では、物価上昇に対し

て賃金上昇が十分とは言えな

い状況が続いています。そうし

た状況が長引くことで、残業代

目当ての残業が増えるなどし

ては本末転倒です。会社が残業

代を払えたとしても、社会情勢

に逆行する管理方法は従業員

満足度の低下を招きかねませ

ん。 

効率化、スキルアップによる

改善こそ本道です。仕事のプロ

セスや効率性を客観的に分析

し、改善につなげるアプローチ

について一度検討してみては

いかがでしょうか。 

「しょくばらぼ」がリニュー

アルされました 

 

厚生労働省が運営してい

る職場情報総合サイト「しょ

くばらぼ」が、２月 27 日に

リニューアルされ、大幅な機

能の拡充が行われました。 

 

◆「しょくばらぼ」とは 

「しょくばらぼ」は、企業

等の情報を求職者等に総合

的・横断的に提供するウェブ

サイトで、「若者雇用促進総

合サイト」、「女性の活躍推

進企業データベース」、「両

立支援のひろば」の３サイト

に掲載されている各企業の

職場情報を収集し、転載して

います。具体的には、残業時

間や有給休暇取得率、平均年

齢、平均勤続年数、採用・定

着状況、中途採用比率などを

掲載し、「えるぼし認定」や

「くるみん認定」等の各種認

定・表彰の取得等の情報も掲

載しています。また、ハロー

ワークインターネットサー

ビスと連携しているため、幅

広い情報提供が可能です。 

 

◆リニューアルの内容 

今回のサイトリニューア

ルでは、上記の３サイトに掲

マネジメントが要因の残

業の多さと偏り 

 
働き方改革により、有給休暇

取得率は着実に上がってきて

います。厚生労働省「就労条件

総合調査」によると、2020 年

の 56.3％から 2024 年には

65.3％まで上昇し、政府目標の

2028 年・70％以上に向けて順

調に推移しているようです。 

一方で、残業時間は全体的に

は減少傾向にはありますが、過

労死の件数も増え続けていま

す。また、人材不足や欠員補充

の遅れによる社員のストレス

増加が懸念されています。この

背景には、残業の多さとともに

人による偏りがあるのではな

いでしょうか。 

 

◆マネジメント側の要因 

残業の多さと偏りについて、

マネジメント側の要因として

は以下が考えられます。 

・長時間労働を美徳とする意

識……こうした社風では、満

足な採用もできないでしょ

う。 

・業務量と人員のミスマッチ

……適切な業務配分や人員

配置を行わないことが原因

です。 

・非効率なプロセス管理……

仕事のプロセスや効率性を
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